
規制区分
　処方箋医薬品 Ca拮抗性降圧剤
　　注意-医師等の処方箋により使用すること

ペルジピン
®
散10%

Perdipine® Powder 10%
ニカルジピン塩酸塩製剤

ペルジピン散10% 配合変化表　　＜本剤の性状：淡黄色の散剤＞

製品名 メーカー名 成分名
詳細
条件

測定
項目

配合直後 １日 ３日 ７日 １４日 ３０日

ペルジピン散(10%) 山之内 ニカルジピン塩酸塩
単
味

0.6g
[淡黄色の散剤

(10%)]
25℃

75%R.H.
外観 － － － －

5℃、52%R.H.（14日）で
14日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（14日）で
14日後まで変化なし

外観 － － － － －

残存率 100.0 99.3 99.1 98.3 98.3

＜１１２ 催眠鎮静剤，抗不安剤＞ ［４］ベンゾジアゼピン系製剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 100.1 99.6 96.8 97.8

外観 － － － － －

残存率 100.0 100.6 98.0 100.8 98.9

＜１１２ 催眠鎮静剤，抗不安剤＞ ［５］バルビツール酸系及びチオバルビツール酸系製剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 97.6 98.1 98.0 96.9

外観 － － － － －

残存率 100.0 101.4 99.9 98.0 99.7

＜１１３ 抗てんかん剤＞ ［２］ヒダントイン系製剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 102.1 100.4 100.8 101.0

＜１１３ 抗てんかん剤＞ ［９ｉ］その他

外観 － － － － －

残存率 100.0 97.0 95.8 96.7 99.1

＜１１４ 解熱鎮痛消炎剤＞ ［１］アニリン系製剤

配
合

3.0g 0.6g 外観 － － － 湿潤±
5℃、52%R.H.（14日）で

14日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（14日）で
2日後よりわずかに湿潤(±)
14日後より湿潤(+)

単
味

3.0g 外観 － － － 湿潤±
30℃、92%R.H.（14日）で
2日後よりわずかに湿潤(±)
14日後より湿潤(+)

＜１１４ 解熱鎮痛消炎剤＞ ［３］サリチル酸系製剤

配
合

4.5g 0.6g 外観 － － － －
5℃、52%R.H.（14日）で

14日後まで変化なし
30℃、92%R.H.（14日）で

14日後まで変化なし

製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 性状の項の[ ]は添付文書、日本薬局方品（メーカー名なし）は日本薬局方より引用

25℃
75%R.H.

アスピリン 保栄 アスピリン
[白色の結晶、粒又

は粉末]

25℃
75%R.H.

ポンタール散50% 三共 メフェナム酸
[白色～微黄白色の
微細な粒を含む粉

末(50%)]

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後より凝集、わずかに湿潤

0.2g 白色の細粒
25℃

75%R.H.
カルバマゼピン

配
合

0.4gテグレトール細粒(50%) チバガイギー

30℃、92%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

白色の微粒子状の
散剤

25℃
75%R.H.

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

フェニトイン
配
合

0.2g 0.4g
アレビアチン細粒(10%)
(販売中止)

大日本

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
7日後よりもろい凝集物
14日後よりわずかに湿潤

配
合

0.67g 0.2g 淡紅色の散剤
25℃

75%R.H.
フェノバール10倍散 藤永 - 三共 フェノバルビタール

バルビタール
配
合

0.4gバルビタール「ホエイ」 メルクホエイ
30℃、92%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし
0.4g

白色の結晶性の粉
末

25℃
75%R.H.

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

白色の散剤
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし
ジアゼパム

配
合

0.67g 0.2g

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

ホリゾン散(1%) 山之内

クロルジアゼポキシ
ド

配
合

0.4gバランス10倍散 山之内 0.4g 帯黄白色の散剤
25℃

75%R.H.

30℃、92%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

白色の結晶性の粉
末

25℃
75%R.H.

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

配
合

0.67g 0.4gブロムワレリル尿素ブロバリン 日本新薬

中間条件配 合 薬 剤
配合
／

単味

配合剤の
使用量

最良条件まとめ 最悪条件まとめ 備考
本剤の
使用量

配合剤の性状

＜参考：本剤の色・形状（添付文書記載値）＞ 

  色・形状：淡黄色の散剤 

試験条件 温度 Ｒ.Ｈ.

最悪条件 30℃ 92%

中間条件 25℃ 75%

最良条件 5℃
52%
59%
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ペルジピン散10% 配合変化表　　＜本剤の性状：淡黄色の散剤＞

製品名 メーカー名 成分名
詳細
条件

測定
項目

配合直後 １日 ３日 ７日 １４日 ３０日

中間条件配 合 薬 剤
配合
／

単味

配合剤の
使用量

最良条件まとめ 最悪条件まとめ 備考
本剤の
使用量

配合剤の性状

＜１１４ 解熱鎮痛消炎剤＞ ［４］ピラゾロン系製剤

外観 － － 湿潤 湿潤 湿潤

残存率 100.0 99.7 99.6 99.2 101.2

単
味

0.9g
[白色～淡黄色の結
晶又は結晶性の粉

末]

25℃
75%R.H.

外観 － － － －

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後よりわずかに湿潤(±)
2日後より著しく固化(++)
7日後より液化(++)

外観 － －
微湿潤・

もろい凝集物
微湿潤・

もろい凝集物
微湿潤・

もろい凝集物

残存率 100.0 100.9 96.1 100.9 100.3

日局ミグレニン ミグレニン
単
味

1.0g
25℃

75%R.H.
外観 － － － －

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後よりわずかに湿潤・固化(±)
2日後より湿潤・固化(+)
4日後より著しく湿潤・固化・変色(++)
10日後より液化(++)
変色：→4日後 増色

＜１１４ 解熱鎮痛消炎剤＞ ［９Ｊ］ピラゾロン・尿素化合物（カフェイン配合を含む）

外観
白色の顆粒，
淡黄色の散剤

－ － － －

残存率 100.0 100.4 99.8 100.8 100.3

＜１１４ 解熱鎮痛消炎剤＞ ［９Ｔ］その他の配合剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 95.3 94.7 94.2 95.3

＜１１６ 抗パーキンソン剤＞ ［９ｉ］その他

外観 － － － － －

残存率 100.0 99.9 99.0 99.6 100.3

＜１１７ 精神神経用剤＞ ［１］クロルプロマジン製剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 101.1 101.1 98.8 99.8

＜１１７ 精神神経用剤＞ ［２］フェノチアジン系製剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 101.2 101.5 102.5 100.4

外観 － － － － －

残存率 100.0 96.0 98.3 103.7 99.0

単
味

4.8g [白色の散剤(1%)]
25℃

75%R.H.
外観 －

30℃、92%R.H.（14日）で
14日後まで変化なし

外観 － － － － －

残存率 100.0 98.3 98.9 99.0 99.0

＜１１７ 精神神経用剤＞ ［９ｉ］その他

外観 － － － － －

残存率 100.0 101.4 99.8 99.5 102.5

配
合

6.0g 0.6g 外観 － － － －
5℃、52%R.H.（14日）で

14日後まで変化なし
30℃、92%R.H.（14日）で
7日後よりわずかに変化(±)

＜１２１ 局所麻酔剤＞ ［９ｉ］その他

外観 － － － － －

残存率 100.0 101.0 100.9 97.5 102.1

製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 性状の項の[ ]は添付文書、日本薬局方品（メーカー名なし）は日本薬局方より引用

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
30日後よりごくわずかに湿潤

配
合

0.53g 0.4g 白色の顆粒
25℃

75%R.H.
ストロカイン顆粒 エーザイ オキセサゼイン

プロピタン散(10倍散) エーザイ ピパンペロン塩酸塩 [白色の散剤(10%)]

30℃、92%R.H.（30日）で
14日後よりごくわずかに湿潤

白色の細粒
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし
ハロペリドール

配
合

0.4g 0.4g

25℃
75%R.H.

0.2g 白色の細粒
25℃

75%R.H.
レボメプロマジンマ
レイン酸塩

配
合

0.67g

セレネース細粒(1%) 大日本

ヒルナミン細粒10% 塩野義
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし
30℃、92%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし

白色の散剤
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし
ペルフェナジン

配
合

0.8g 0.1g

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
30日後より凝集

トリオミン散(1%)
(販売中止)

山之内

ピーゼットシー散100倍散 吉富

30℃、92%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

0.1g 白色の粉末
25℃

75%R.H.
ペルフェナジンフェ
ンジゾ酸塩

配
合

0.8g

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

0.4g 白色の細粒
25℃

75%R.H.

クロルプロマジン
フェノールフタリン
酸塩

配
合

0.67gウインタミン細粒(10%) 塩野義

30℃、92%R.H.（30日）で
30日後に凝集

白色の散剤
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし
トリヘキシフェニジ
ル塩酸塩

配
合

0.67g 0.4gピラミスチン散(1%) 山之内

30℃、92%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

白色の顆粒
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし
シメトリド・無水カ
フェイン

配
合

0.67g 0.2gキョーリンＡＰ2顆粒 杏林製薬

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
30日後より湿潤、凝集

ＳＧ配合顆粒 塩野義
ピラゾロン系解熱鎮
痛消炎配合剤(2)

配
合

1.34g 0.2g [白色の顆粒]

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後より湿潤、もろく凝集
14日後より泥状、定量不可

白色の粉末
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし
ミグレニン

配
合

0.67g 0.4gミグレニン「ホエイ」 メルクホエイ

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後より湿潤
7日後より泥状
14日後より残存率が90%未満に低下
残存率：14日後 84.9%、30日後 87.5%

白色の結晶性の粉
末

25℃
75%R.H.

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

スルピリン水和物

配
合

0.6g 0.4g

スルピリン「ホエイ」 メルクホエイ

25℃
75%R.H.
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ペルジピン散10% 配合変化表　　＜本剤の性状：淡黄色の散剤＞

製品名 メーカー名 成分名
詳細
条件

測定
項目

配合直後 １日 ３日 ７日 １４日 ３０日

中間条件配 合 薬 剤
配合
／

単味

配合剤の
使用量

最良条件まとめ 最悪条件まとめ 備考
本剤の
使用量

配合剤の性状

＜１２３ 自律神経剤＞ ［１］四級アンモニウム塩製剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 98.6 98.2 98.6 97.7

単
味

0.9g [白色の散剤(5%)]
25℃

75%R.H.
外観 －

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後よりわずかに湿潤(±)
10日後より湿潤(+)

＜１２４ 鎮けい剤＞ ［３］パパベリン系製剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 99.6 100.3 94.5 100.7

単
味

2.0g
[白色の結晶又は結

晶性の粉末]
25℃

75%R.H.
外観 －

30℃、92%R.H.（14日）で
14日後よりわずかに湿潤(±)

＜１２４ 鎮けい剤＞ ［９Ｂ］植物製剤

外観 － もろい凝集物
微湿潤・

もろい凝集物
微湿潤・

もろい凝集物
微湿潤・

もろい凝集物

残存率 100.0 102.9 102.0 102.9 102.8

単
味

0.9g
[帯褐黄色～灰黄褐

色の粉末]
25℃

75%R.H.
外観 － － 湿潤± 湿潤±

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後よりわずかに湿潤(±)
2日後より湿潤(+)
10日後より著しく湿潤・カビ(++)

＜２１１ 強心剤＞ ［３］ジギタリス製剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 95.7 95.2 94.5 96.6

＜２１１ 強心剤＞ ［５］カフェイン系製剤

外観 －
湿潤・凝集・

増色
湿潤・凝集・

増色
湿潤・凝集・

増色
湿潤・凝集・

増色

残存率 100.0 96.8 96.5 97.2 94.5

単
味

0.4g
[白色～微黄色の粒

又は粉末]
25℃

75%R.H.
外観 － － － －

30℃、92%R.H.（14日）で
2日後よりわずかに湿潤(±)

外観 － － 凝集 微湿潤・凝集 微湿潤・凝集

残存率 100.0 99.2 99.9 97.9 97.8

単
味

0.6g [白色の粉末]
25℃

75%R.H.
外観 － － － －

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後よりわずかに湿潤・固化(±)
7日後より著しく湿潤・固化(++)

＜２１１ 強心剤＞ ［９ｉ］その他

外観 － － － － －

残存率 100.0 97.8 100.3 98.2 100.3

＜２１３ 利尿剤＞ ［４］炭酸脱水素酵素阻害剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 98.0 101.2 100.0 100.4

＜２１４ 血圧降下剤＞ ［２］ヒドララジン製剤

配
合

2.0g 0.6g 外観 － － － －
5℃、52%R.H.（14日）で

14日後まで変化なし
30℃、92%R.H.（14日）で
4日後よりわずかに変化(±)

＜２１４ 血圧降下剤＞ ［３］ラウオルフィア製剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 97.5 98.2 94.4 98.9

製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 性状の項の[ ]は添付文書、日本薬局方品（メーカー名なし）は日本薬局方より引用

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後よりごくわずかに湿潤
7日後よりわずかに湿潤
30日後にもろい凝集物

白色の散剤
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし
レセルピン

配
合

0.67g 0.2g
レセルピン散｢ホエイ｣
(販売中止)

メルクホエイ

ヒドララジン塩酸塩
[白色～微淡黄白色

の散剤(10%)]
25℃

75%R.H.
ヒパトール散
(販売中止)

山之内

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

0.5g 0.2g 白色の結晶性粉末
25℃

75%R.H.
ダイアモックス末

ワイスレダリー
= 武田

アセタゾラミド
配
合

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

配
合

1.0g 0.2g 黄色の顆粒
25℃

75%R.H.
ノイキノン顆粒(1%) エーザイ ユビデカレノン

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後より凝集
7日後より湿潤
14日後より液化、定量不可

0.2g 白色の粉末
25℃

75%R.H.
安息香酸ナトリウム
カフェイン

配
合

0.6g

アンナカ「ホエイ」 メルクホエイ

5℃、59%R.H.（30日）で
3日後より凝集(+)

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後より湿潤・凝集・変色
30日後より定量不可
変色：→3日後 増色

配
合

0.27g 0.4g 白色の粉末
25℃

75%R.H.
ネオフィリン末

サンノーバ =
エーザイ

アミノフィリン

30℃、92%R.H.（30日）で
7日後よりわずかに湿潤
14日後より凝集

白色の散剤
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし
ジゴキシン

配
合

0.67g 0.2gジゴシン1000倍散 中外

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後よりもろい凝集物
7日後より湿潤
14日後より粘土状に凝集

灰黄褐色の粉末
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし

ロートエキス

配
合

0.6g 0.4g

ロートエキス散「ホエ
イ」

メルクホエイ

30℃、92%R.H.（30日）で
14日後より粘土状の凝集物、わずかに湿潤

微紅色の粉末
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし
パパベリン塩酸塩

配
合

0.67g 0.2g
塩酸パパベリン散「ホエ
イ」

保栄薬工

30℃、92%R.H.（30日）で
7日後よりもろい凝集物
30日後よりわずかに湿潤

白色の散剤
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし

ベタネコール塩化物

配
合

0.67g 0.4g

ベサコリン散(5%)
サンノーバ =
エーザイ
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ペルジピン散10% 配合変化表　　＜本剤の性状：淡黄色の散剤＞

製品名 メーカー名 成分名
詳細
条件

測定
項目

配合直後 １日 ３日 ７日 １４日 ３０日

中間条件配 合 薬 剤
配合
／

単味

配合剤の
使用量

最良条件まとめ 最悪条件まとめ 備考
本剤の
使用量

配合剤の性状

＜２１７ 血管拡張剤＞ ［１］冠血管拡張剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 99.0 98.8 97.6 98.4

＜２２２ 鎮咳剤＞ ［１］エフェドリン及びマオウ製剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 103.1 99.6 100.5 102.7

単
味

1.5g
[無色の結晶又は白
色の結晶性の粉末

(10%)]

25℃
75%R.H.

外観 －
30℃、92%R.H.（14日）で
7日後よりわずかに湿潤(±)

＜２２２ 鎮咳剤＞ ［３］デキストロメトルファン製剤

外観 － － 極微湿潤 極微湿潤 極微湿潤

残存率 100.0 100.8 99.2 99.7 99.6

＜２２２ 鎮咳剤＞ ［９ｉ］その他

外観 － － － － －

残存率 100.0 101.7 99.1 99.1 98.8

＜２３１ 止しゃ剤，整腸剤＞ ［５］ビスマス塩製剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 99.4 99.5 98.2 99.4

＜２３１ 止しゃ剤，整腸剤＞ ［６］活性生菌製剤

外観 － 凝集 凝集 微湿潤・凝集 微湿潤・凝集

残存率 100.0 101.7 101.6 99.8 100.6

単
味

6.0g
[白色の粉末状の散

剤]
25℃

75%R.H.
外観 － － － －

5℃、52%R.H.（14日）で
14日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後よりわずかに湿潤(±)
4日後より湿潤(+)

外観 － － 凝集 凝集 凝集

残存率 100.0 103.5 100.8 100.5 101.2

＜２３２ 消化性潰瘍剤＞ ［９Ｊ］臭化プロパンテリン・クロロフィル・被覆剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 105.2 106.8 106.7 102.1

＜２３２ 消化性潰瘍剤＞ ［９Ｌ］鎮痙・被覆剤（ムチン配合を含む）

配
合

8.0g 0.6g 外観 － － － －
5℃、52%R.H.（14日）で

14日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（14日）で
7日後よりわずかに湿潤(±)
14日後より湿潤(+)※1

※1:ペルジピンのみ
湿潤凝集

単
味

8.0g 外観
30℃、92%R.H.（14日）で

14日後まで変化なし

外観 － － － － 極微湿潤

残存率 100.0 101.9 100.9 100.7 100.5

＜２３２ 消化性潰瘍剤＞ ［９Ｔ］その他の配合剤

外観 － －
(4日)
＋※1

＋＋※1 ＋＋※1

外観 － －
(4日)
＋※1

＋＋※1 ＋＋※1

製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 性状の項の[ ]は添付文書、日本薬局方品（メーカー名なし）は日本薬局方より引用

30℃、92%R.H.（14日）で
2日後より異臭(+)
4日後より著しく異臭(++)

※1:4日後より異臭、
7日後より著しい異臭

30℃、92%R.H.（14日）で
2日後より著しい異臭(++)

※1:4日後より異臭、
7日後より著しい異臭

[緑色の散剤]
25℃

75%R.H.

5℃、52%R.H.（14日）で
4日後よりわずかに異臭(±)
10日後より著しい異臭(++)

5℃、52%R.H.（14日）で
4日後より異臭(+)
10日後より著しく異臭(++)

メチオニン・メタケ
イ酸アルミン酸マグ
ネシウム配合剤

配
合

1.5g 0.6g

単
味

1.5g

キャベジンＵコーワ散 興和

ジサイクロミン塩酸
塩・水酸化アルミニ
ウムゲル・酸化マグ
ネシウム

[白色の顆粒剤]
25℃

75%R.H.
コランチル顆粒 塩野義

コサイチル顆粒
(販売中止)

ファルマー
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし
30℃、92%R.H.（30日）で
30日後よりごくわずかに湿潤

0.1g 白色の顆粒
25℃

75%R.H.

ジサイクロミン塩酸
塩・水酸化アルミニ
ウムゲル・酸化マグ
ネシウム

配
合

1.33g

30℃、92%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

緑色の末剤
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし

プロパンテリン臭化
物・クロロフィル配
合剤(2)

配
合

0.83g 0.1gメサフィリン末
サンノーバ =
エーザイ

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
7日後より凝集
30日後よりわずかに湿潤

配
合

1.5g 0.1g 白色の粉末
25℃

75%R.H.
ビオフェルミン

ビオフェルミン
= 武田

ラクトミン(1)

5℃、59%R.H.（30日）で
14日後より凝集、わずかに湿
潤

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後より凝集
7日後よりごくわずかに湿潤
30日後より湿潤、カビ

0.1g
白色の粉末状の散

剤
25℃

75%R.H.

ビフィズス菌配合剤

配
合

1.67g

ビオスミン
ビオフェルミン
= 武田

白色の散剤
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし
ジメモルファンリン
酸塩

配
合

0.4g 0.4g

次硝酸ビスマス「ホエ
イ」
(販売中止)

メルクホエイ
30℃、92%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし
白色の粉末

30℃、92%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

25℃
75%R.H.

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

次硝酸ビスマス
配
合

0.67g 0.2g

アストミン散(10%) 山之内

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
7日後よりわずかに湿潤、もろい凝集物

0.2g 白色の粉末
25℃

75%R.H.

デキストロメトル
ファン臭化水素酸塩
水和物

配
合

0.4gメジコン散(10%) 塩野義

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
30日後より凝集

配
合

0.5g 0.2g 白色の粉末
25℃

75%R.H.
日局dl-メチルエフェドリ
ン塩酸塩

dl-メチルエフェドリ
ン塩酸塩

30℃、92%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

黄色の散剤
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし
ジピリダモール

配
合

0.4g 0.4gアンギナール散(12.5%) 山之内
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ペルジピン散10% 配合変化表　　＜本剤の性状：淡黄色の散剤＞

製品名 メーカー名 成分名
詳細
条件

測定
項目

配合直後 １日 ３日 ７日 １４日 ３０日

中間条件配 合 薬 剤
配合
／

単味

配合剤の
使用量

最良条件まとめ 最悪条件まとめ 備考
本剤の
使用量

配合剤の性状

＜２３３ 健胃消化剤＞ ［１］消化酵素製剤

外観 － － 微湿潤・凝集 微湿潤・凝集 微湿潤・凝集

残存率 100.0 98.8 99.6 105.6 98.2

単
味

0.9g
[淡類黄色～淡褐色

の粉末]
25℃

75%R.H.
外観 － － 増色＋ 増色＋

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後より湿潤(+)
2日後より著しく固化(++)
4日後より著しく変色(++)
10日後より液化(++)
変色：→4日後 褐色

外観 － － 凝集 湿潤・凝集 湿潤・凝集

残存率 100.0 100.4 100.4 95.6 101.2

単
味

1.0g
[淡黄色～淡褐色の

粉末]
25℃

75%R.H.
外観 － － 湿潤± 湿潤±

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後よりわずかに湿潤(±)
2日後より固化・変色(+)
7日後より著しく固化・変色(++)
変色：→2日後 増色)

＜２３３ 健胃消化剤＞ ［３］苦味製剤

外観 － 凝集 微湿潤・凝集 微湿潤・凝集 微湿潤・凝集

残存率 100.0 99.9 100.2 103.2 99.7

単
味

0.6g
[灰黄緑色の黄褐色

の粉末]
25℃

75%R.H.
外観 － － 湿潤± 湿潤±

5℃、52%R.H.（14日）で
14日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後よりわずかに湿潤(±)
2日後より湿潤(+)
14日後より変色(+)
変色：→14日後 増色

＜２３３ 健胃消化剤＞ ［９Ｋ］炭酸水素ナトリウム・苦味質剤（酵素配合を含む）

外観 － － もろい凝集物
微湿潤・

もろい凝集物
微湿潤・

もろい凝集物

残存率 100.0 101.0 100.4 97.6 101.5

配
合

3.0g 0.6g 外観 － － － －
5℃、52%R.H.（14日）で

14日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後よりわずかに湿潤(±)
7日後より湿潤(+)

単
味

3.0g 外観 － － － －
5℃、52%R.H.（14日）で

14日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後よりわずかに湿潤(±)
2日後より著しく湿潤・変色(++)
変色：→2日後 増色

＜２３３ 健胃消化剤＞ ［９Ｌ］消化酵素複合剤

外観 － 極微湿潤・増色 微湿潤・増色 微湿潤・増色 微湿潤・増色

残存率 100.0 98.9 101.1 98.1 100.4

単
味

1.2g

[うすい灰褐色ない
し、うすい褐色の顆
粒とうすい黄褐色の

顆粒の混合物]

25℃
75%R.H.

外観 － － － －

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後よりわずかに湿潤(±)
2日後より湿潤・変色(+)
4日後より著しく湿潤・変色(++)※1
変色：→2日後 増色→4日後 褐色

※1:4日後より著しい
異臭

外観 － － － － －

残存率 100.0 96.7 99.3 99.4 96.3

単
味

3.0g

[微黄～淡褐色の胃
溶性と腸溶性のミ
ニ・ペレット顆粒

剤]

25℃
75%R.H.

外観

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後よりわずかに湿潤・変色(±)
2日後より著しく湿潤・変色(++)
変色：ベージュ→2日後 褐色

製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 性状の項の[ ]は添付文書、日本薬局方品（メーカー名なし）は日本薬局方より引用

25℃
75%R.H.

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後より変色
7日後より湿潤
変色：→3日後 増色

配
合

1.0g 0.2g
微黄色の淡褐色の
ミニ・ペレット顆

粒

タフマックＥ顆粒 小野
ジアスターゼ配合剤
(1)

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後より凝集・変色、わずかに湿潤
7日後より湿潤
変色：→3日後 増色

淡褐色と淡黄褐色
の顆粒

25℃
75%R.H.

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

サナクターゼ配合剤

配
合

0.4g 0.2g

エクセラーゼ顆粒 明治製菓

[淡黄色の粉末]
25℃

75%R.H.
健胃散「スズ」 鈴粉末

炭酸水素ナトリウ
ム・ニガキ

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
7日後よりもろく凝集、わずかに湿潤
14日後より湿潤
30日後より粘土状に凝集

1.0g 0.2g 淡灰黄色の散剤
25℃

75%R.H.
健胃散｢マルピー｣
(販売中止)

大日本 センブリ・重曹
配
合

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後より凝集
7日後より湿潤・変色
変色：→7日後 増色

類黄褐色の粉末
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で
3日後より凝集

センブリ

配
合

0.4g 0.4g

日局センブリ散

ジアスターゼ「ホエイ」 メルクホエイ

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後より湿潤・凝集・増色
14日後より泥状

淡褐色の粉末
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし

ジアスターゼ

配
合

0.67g 0.4g

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後より湿潤・凝集
14日後より液化、定量不可

淡褐色の粉末
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし

アスペルギルス属菌
由来消化酵素

配
合

0.6g 0.4g

タカヂアスターゼ 三共
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ペルジピン散10% 配合変化表　　＜本剤の性状：淡黄色の散剤＞

製品名 メーカー名 成分名
詳細
条件

測定
項目

配合直後 １日 ３日 ７日 １４日 ３０日

中間条件配 合 薬 剤
配合
／

単味

配合剤の
使用量

最良条件まとめ 最悪条件まとめ 備考
本剤の
使用量

配合剤の性状

配
合

3.9g 0.6g 外観 － － － －
5℃、52%R.H.（14日）で

14日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後よりわずかに変色(±)
4日後より変色(+)
10日後より著しく変色(++)
変色：→10日後 増色

単
味

3.9g 外観 － － － －
5℃、52%R.H.（14日）で

14日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後より変色(+)
4日後より著しく変色(++)
変色：→4日後 増色

＜２３４ 制酸剤＞ ［３］アルミニウム化合物製剤

配
合

10.0g 0.6g 外観 － － － －
5℃、52%R.H.（14日）で

14日後まで変化なし
30℃、92%R.H.（14日）で

14日後まで変化なし

外観 － － 凝集 凝集 凝集

残存率 100.0 100.0 100.3 98.4 98.1

＜２３４ 制酸剤＞ ［４］無機塩製剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 101.3 101.7 100.3 101.0

外観 － －
微湿潤・
もろく凝集

微湿潤・
もろく凝集

微湿潤・
もろく凝集

残存率 100.0 101.3 100.6 101.4 100.9

単
味

5.0g
[白色の結晶又は結

晶性の粉末]
外観 － － － －

30℃、92%R.H.（14日）で
14日後まで変化なし

＜３１３ ビタミンＢ剤（ビタミンＢ１剤を除く。）＞ ［１］ビタミンＢ２剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 103.9 98.8 96.0 98.2

外観 － － － － －

残存率 100.0 98.4 100.3 98.7 99.7

＜３１３ ビタミンＢ剤（ビタミンＢ１剤を除く。）＞ ［２］ニコチン酸系製剤

配
合

2.0g 0.6g 外観 － － － －
5℃、52%R.H.（14日）で

14日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（14日）で
4日後よりわずかに湿潤(±)
7日後より湿潤(+)

＜３１３ ビタミンＢ剤（ビタミンＢ１剤を除く。）＞ ［３］パントテン酸系製剤

外観 － － － 凝集 凝集

残存率 100.0 99.3 98.3 99.7 98.9

＜３１３ ビタミンＢ剤（ビタミンＢ１剤を除く。）＞ ［４］ビタミンＢ６剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 101.2 94.7 100.7 101.4

＜３１４ ビタミンＣ剤＞ ［０ｉ］ビタミンＣ製剤

配
合

20g 0.6g 外観 － － － －
5℃、52%R.H.（14日）で

14日後まで変化なし
30℃、92%R.H.（14日）で

14日後まで変化なし

配
合

8.0g 0.6g 外観 － － － －
5℃、52%R.H.（14日）で

14日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後よりわずかに湿潤(±)
2日後より湿潤(+)
4日後より液化(++)

単
味

8.0g 外観 － － － －
5℃、52%R.H.（14日）で

14日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後よりわずかに湿潤(±)
2日後より著しく湿潤(++)
4日後より液化(++)

製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 性状の項の[ ]は添付文書、日本薬局方品（メーカー名なし）は日本薬局方より引用

[白色の顆粒剤
(25%)]

25℃
75%R.H.

ハイシー顆粒「タケダ」
(25%)

武田 アスコルビン酸

25℃
75%R.H.

アスコルチン散
(販売中止)

東京田辺 アスコルビン酸

1.0g 0.1g
30℃、92%R.H.（30日）で
7日後より凝集

微黄色の散剤
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし
リン酸ピリドキサー
ルカルシウム

配
合

30℃、92%R.H.（30日）で
14日後より凝集
30日後よりわずかに湿潤

白色の散剤
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし
パンテチン

配
合

0.6g 0.4g

アデロキザール散(7.8%) 鳥居

ナイクリン散(10%) トーアエイヨー ニコチン酸 [白色の散剤(10%)]

パントシン5倍散 第一製薬

25℃
75%R.H.

橙黄色の散剤
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし
リボフラビン

配
合

1.0g 0.2g強力ビスラーゼ末1%
トーアエイヨー
= 山之内

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後よりわずかに湿潤、もろい凝集物

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
7日後よりわずか湿潤

配
合

0.13g 0.4g 淡褐黄色の細粒
25℃

75%R.H.
ハイボン細粒10% 三菱東京

リボフラビン酪酸エ
ステル

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後よりもろく凝集
7日後より湿潤

0.83g 0.1g
白色の結晶性の粉

末
25℃

75%R.H.
重曹「ホエイ」 メルクホエイ 炭酸水素ナトリウム

配
合

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

0.67g 0.1g 白色の粉末
25℃

75%R.H.
酸化マグネシウム 丸石 酸化マグネシウム

配
合

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後より凝集
14日後よりわずかに湿潤

1.0g 0.2g 白色の細粒
25℃

75%R.H.
アルミゲル細粒(99%) 中外

乾燥水酸化アルミニ
ウムゲル

配
合

合成ケイ酸アルミニ
ウム

25℃
75%R.H.

ノルモザン
(販売中止)

ビオフェルミン

[淡灰色～灰褐色の
粉末]

25℃
75%R.H.

Ｓ・Ｍ散 三共
タカヂアスターゼ・
生薬配合剤
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ペルジピン散10% 配合変化表　　＜本剤の性状：淡黄色の散剤＞

製品名 メーカー名 成分名
詳細
条件

測定
項目

配合直後 １日 ３日 ７日 １４日 ３０日

中間条件配 合 薬 剤
配合
／

単味

配合剤の
使用量

最良条件まとめ 最悪条件まとめ 備考
本剤の
使用量

配合剤の性状

＜３１５ ビタミンＥ剤＞ ［０］ビタミンＥ製剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 101.7 98.6 100.2 99.7

＜３１６ ビタミンＫ剤＞ ［０］ビタミンＫ製剤

外観 － － 増色 増色 増色

残存率 100.0 97.6 99.6 97.0 98.8

単
味

1.5g
[淡黄色の細粒末

(1%)]
25℃

75%R.H.
外観 － － － －

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後よりわずかに湿潤(±)
2日後より湿潤(+)
14日後より著しく湿潤・変色(++)
変色：→14日後 褐色

＜３１７ 混合ビタミン剤（ビタミンＡ・Ｄ混合製剤を除く。）＞ ［９Ｋ］ＶＢ１・ＶＢ６・ＶＢ１２複合剤（ＶＢ２配合を含む）

外観 － 微湿潤・凝集 微湿潤・凝集 微湿潤・凝集 微湿潤・凝集

残存率 100.0 100.4 92.5 98.5 96.6

単
味

1.0g [淡紅色の散剤]
25℃

75%R.H.
外観 － －

(4日)
湿潤・増色＋

湿潤・増色＋ 湿潤・増色＋

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後よりわずかに湿潤(±)
2日後より湿潤(+)
7日後より著しく湿潤・変色(++)
変色：→7日後 増色

＜３１７ 混合ビタミン剤（ビタミンＡ・Ｄ混合製剤を除く。）＞ ［９Ｍ］ＶＢ２・ＶＢ６パントテン酸カルシウム・ニコチン酸アミド複合剤

外観 － － － － 凝集

残存率 100.0 96.9 97.2 97.2 100.3

単
味

2.0g
25℃

75%R.H.
外観 － － － －

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後よりわずかに湿潤(±)
4日後より湿潤(+)

＜３１７ 混合ビタミン剤（ビタミンＡ・Ｄ混合製剤を除く。）＞ ［９Ｎ］総合ビタミン剤

外観 －
微湿潤・

もろい凝集物
微湿潤・

もろい凝集物
微湿潤・もろい
凝集物・変色

微湿潤・もろい
凝集物・変色

残存率 100.0 97.8 97.4 96.6 98.8

単
味

2.0g
[橙黄色の粉末(重

質末)]
25℃

75%R.H.
外観 － －

(4日)
増色+

増色+ 増色+

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後よりわずかに湿潤・変色(±)※1
2日後より著しく湿潤・変色(++)
4日後より著しく変色(++)
変色：→2日後 増色→4日後 褐色

※1:1日後よりわずか
に異臭、2日後より著
しい異臭

＜３３２ 止血剤＞ ［１］カルバゾクロム系製剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 100.7 100.2 100.2 100.4

＜３９２ 解毒剤＞ ［２］グルタチオン製剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 96.5 97.1 98.1 96.6

単
味

1.5g [白色の散剤(20%)]
25℃

75%R.H.
外観 －

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後よりわずかに湿潤(±)
2日後より湿潤(+)

製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 性状の項の[ ]は添付文書、日本薬局方品（メーカー名なし）は日本薬局方より引用

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後よりごくわずかに湿潤
14日後より湿潤

配
合

0.5g 0.2g 白色の散剤
25℃

75%R.H.

タチオン散(20%) 山之内 グルタチオン

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
7日後よりわずかに湿潤

配
合

0.6g 0.4g
橙黄色の微粒状の

散剤
25℃

75%R.H.
アドナ(AC-17)10倍散 田辺

カルバゾクロムスル
ホン酸ナトリウム水
和物

武田

橙黄色の粉末
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし

レチノール・カルシ
フェロール配合剤

配
合

0.67g 0.2g
30℃、92%R.H.（30日）で
3日後より湿潤、もろく凝集
14日後より粘土状に凝集、変色

調剤用パンビタン末

黄色の顆粒
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なしパンコール・Ｂ２・Ｂ

６・ニコアミ配合剤

(1)

配
合

0.67g 0.2g

パンカルＧ
(販売中止)

第一

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後より凝集
7日後よりわずかに湿潤
30日後より湿潤

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後より湿潤・凝集

淡紅色の粉末
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし

ベンフォチアミン・
Ｂ６・Ｂ１２配合剤(1)

配
合

0.67g 0.4g

ビタメジン散 三共

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後より凝集、わずかに湿潤
7日後より湿潤・変色
変色：→7日後 増色

淡黄色の細粒末
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし

フィトナジオン

配
合

0.5g 0.2g

カチーフＮ100倍散 日本製薬 = 武田

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

0.2g 白色の顆粒剤
25℃

75%R.H.
トコフェロール酢酸
エステル

配
合

0.5gユベラ顆粒(20%)
サンノーバ =
エーザイ
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ペルジピン散10% 配合変化表　　＜本剤の性状：淡黄色の散剤＞

製品名 メーカー名 成分名
詳細
条件

測定
項目

配合直後 １日 ３日 ７日 １４日 ３０日

中間条件配 合 薬 剤
配合
／

単味

配合剤の
使用量

最良条件まとめ 最悪条件まとめ 備考
本剤の
使用量

配合剤の性状

＜３９９ 他に分類されない代謝性医薬品＞ ［２］アデノシン製剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 100.7 102.0 99.5 99.6

単
味

1.8g
[白色・腸溶性顆粒

剤(10%)]
外観 －

30℃、92%R.H.（14日）で
2日後よりわずかに湿潤(±)
4日後より湿潤(+)
7日後より著しく湿潤(++)

外観 － － － － －

残存率 100.0 100.6 95.7 99.4 99.9

＜４４１ 抗ヒスタミン剤＞ ［３］フェノチアジン系製剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 100.4 101.9 99.5 100.8

外観 － － － － －

残存率 100.0 98.9 97.0 98.5 99.1

＜４４１ 抗ヒスタミン剤＞ ［９ｉ］その他

外観 － － － － －

残存率 100.0 100.9 104.9 100.5 99.1

＜６１３ 主としてグラム陽性・陰性菌に作用するもの＞ ［１］ペニシリン系抗生物質製剤

外観 － 微湿潤・凝集 微湿潤・凝集 微湿潤・凝集 微湿潤・凝集

残存率 100.0 100.7 100.2 98.9 100.6

単
味

10.0g
[薄い橙色の細粒

(10%)]
25℃

75%R.H.
外観 － － － －

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後よりわずかに湿潤(±)
2日後より著しく湿潤・変色(++)
4日後より液化(++)
変色：→2日後 増色

＜６１３ 主としてグラム陽性・陰性菌に作用するもの＞ ［２］セフェム系抗生物質製剤

外観 － 微湿潤 微湿潤 微湿潤 微湿潤

残存率 100.0 97.3 98.6 97.5 101.6

ケフレックスシロップ用
細粒

塩野義 セファレキシン
単
味

10.0g [橙色の細粒10%]
25℃

75%R.H.
外観 － － － －

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後よりわずかに湿潤(±)
2日後より湿潤(+)
4日後より著しく湿潤・変色(++)
7日後より液化(++)
変色：→4日後 増色

＜６１４ 主としてグラム陽性菌，マイコプラズマに作用するもの＞ ［５］ジョサマイシン製剤

外観 － － － － －

残存率 100.0 96.2 95.5 99.8 96.5

ジョサマイドライシロッ
プ(10%)

山之内
ジョサマイシンプロ
ピオン酸エステル

単
味

6.0g
[淡紅色の粒状

(10%)]
25℃

75%R.H.
外観 －

30℃、92%R.H.（14日）で
1日後よりわずかに湿潤(±)
2日後より液化(++)

(1) 保存条件：日本薬剤師会・調剤技術委員会の配合変化試験法(薬剤学,19(4),276(1959))に準じて実施した
(2) 外観変化

－：変化の全く認められないもの
±：変化の有無の疑わしいもの
＋：明らかに、変化は認められるが実際の調剤投与に差し支えない程度のもの
++：調剤投与に差支える程度の変化が認められるもの

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後より湿潤
14日後より液化、定量不可

1.0g 0.1g 淡紅色の粒状
25℃

75%R.H.
ジョサマイドライシロッ
プ(10%)

山之内 = マルコ
ジョサマイシンプロ
ピオン酸エステル

配
合

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後より湿潤
7日後より泥状
14日後より液化、定量不可

1.67g 0.1g 橙色の細粒
25℃

75%R.H.
ケフレックスシロップ用
細粒

塩野義 セファレキシン
配
合

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後より凝集、わずかに湿潤
7日後より泥状
14日後より液化、定量不可

1.67g 0.1g 薄い橙色の細粒
25℃

75%R.H.

サワシリン細粒(10%) 藤沢
アモキシシリン水和
物

配
合

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後より凝集
30日後よりわずかに湿潤

0.8g 0.2g 白色の粉末
25℃

75%R.H.
アレルギン散(1%) 三共

クロルフェニラミン
マレイン酸塩

配
合

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

0.67g 0.2g 白色の細粒
25℃

75%R.H.
ピレチア細粒(10%) 塩野義

プロメタジンメチレ
ンジサリチル酸塩

配
合

5℃、59%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

30℃、92%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

0.67g 0.2g 白色の散剤
25℃

75%R.H.
ヒベルナ散(10%) 吉富

ヒベンズ酸プロメタ
ジン

配
合

30℃、92%R.H.（30日）で
30日後まで変化なし

白色の顆粒
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし
アデノシン三リン酸
二ナトリウム水和物

配
合

0.6g 0.2gトリノシンＧ
トーアエイヨー
= 山之内

30℃、92%R.H.（30日）で
3日後より湿潤・凝集
14日後より泥状
30日後より液化、定量不可

白色の顆粒
25℃

75%R.H.
5℃、59%R.H.（30日）で

30日後まで変化なし

アデノシン三リン酸
二ナトリウム水和物

配
合

0.6g 0.2g

アデホスコーワ顆粒(10%) 興和
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